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放出される量が年間 71 億 t あり、海面と森林の吸収
によるマイナス量を大きく上回る。植林による吸収量







































































































































軽作業時で 1.32 ～ 2.42％、 軽作業時で 2.42 ～ 3.52 

























































































































































































炭の燃焼は数分程度で 5 ～ 6％となり、自動車排気で
はそれがさらに短い。すなわち、人為的な排出の方が
自然状態での放出よりも、短時間で多量に大気中に二
酸化炭素を放出していることがわかる。一方、吸収の
方は、水への溶解と光合成によるが、これは数時間で
数％程度の減少であり、燃焼や自動車排気よりは変化
の割合は低い。ここから、大気中の二酸化炭素の吸収
は、放出に較べると、あまり効率的でないことが実感
される。
　大気を基準とした二酸化炭素の増加と減少について
は、図１の炭素循環の模式図をもとにして、児童にも
簡単に計算させることができる。放出と吸収で移動す
る炭素量を仮にすべて二酸化炭素量に換算（× 3.67）
して、放出と吸収の差（117 億 t）を求める。そして
この差の量が毎年大気中に蓄積されてゆくことと、二
酸化炭素が地球からの放射熱を妨げる温室効果を果た
していることを解説して、地球の気温が上昇を続けて
いることを理解させる。その上で、こうした温暖化を
食い止めるために、測定で実感した人為的な二酸化炭
素の排出量を減らすこととそのための方策へと発展さ
せる。
６．おわりに
　二酸化炭素の検知管は、0.1％程度の微量から 20％
程度までの範囲の濃度を簡単に測定することができ
る。数多く測定するとその購入費用がかかるものの、
石灰水に較べると、測定対象や測定範囲が巾広く、は
るかに多くの用途がある。
　今回行った測定テストの中で、樹木の光合成や土壌
呼吸などは野外でも簡単に実施できる。また、木炭の
燃焼や水への吸収は、身近な生活の中でも導入できる。
そのため、例えば、森林の中に立地する少年自然の家
などでは、野外活動としての測定が十分可能であると
ともに、野外炊事などで行う燃焼の中に測定を取り入
れることも可能であろう。
　今回の測定に関連した環境学習を「総合的な学習の
時間」のテーマとするならば、他の教科と合わせなが
ら、授業時間も比較的柔軟に設定して、いくつもの対
象を測定することが望まれる。地球規模での炭素循環
としての二酸化炭素の放出／吸収の全体像が理解され
ることによってはじめて、森林の吸収や人為的な排出
の役割がクローズアップされることになるだろう。ま
た、測定と合わせて、二酸化炭素の収支や量の計算、
集気装置づくりなどの算数や工作の教科要素も取り入
れることもできるであろう。
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